




















１　評価対象施設

２　利用状況（目標と実績）

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

３　指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

% % %

% % %

% % %

人件費率 Ｄ/Ｂ 15 15 15

補足説明

再委託費比率 Ｅ/Ｂ 48 45 45

　

事業収入 Ａ-Ｂ 0 0 0

利用料比率 Ｃ/Ａ 14 23 23

内、人件費 20,294,994 21,839,000 21,966,000

内、再委託料 65,191,137 66,948,000 67,720,000

支出計 134,581,151 148,071,000 150,696,000

事業費 104,918,615 108,730,000 109,111,000

自主事業費 29,662,536 39,341,000 41,585,000

29,662,536 39,341,000 41,585,000

その他 ― ― ―

指定管理料 85,989,710 73,940,000 74,320,000

利用料収入 18,928,905 34,790,000 34,791,000

自主事業収入

区　　　　分 令和３年度決算 令和４年度予算 令和５年度予算

収入計 134,581,151 148,071,000 150,696,000

参加者数

受講者数

利用率 ％ 65 46.5 65

利用者数 人 126,000 41,852 126,000 126,000

65

選定方法 公　 募　・　非公募 評価実施年 指定期間３年のうち１年目

施設設置目的
本市における文化の振興と交流の場を市民に提供し、市民の自主的な文化活動の展開
によって市民文化の向上を図ることを目的として赤穂市文化会館を設置する。

主な実施事業 貸館業務・施設管理業務

成果指標 単位 目標 Ｒ３ 目標 Ｒ４ 目標 Ｒ５

令和３年度　指定管理者管理運営事業評価シート

公の施設の名称 赤穂市文化会館

所在地 兵庫県赤穂市中広８６４番地

指定管理者
団体名 （公財）赤穂市文化とみどり財団

指定期間
開始日 令和3年4月1日

所在地 赤穂市中広８６４番地 終了日 令和6年3月31日



４　事業評価

経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。 Ａ B

収支状況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 Ａ B

③
安
定
性

経理事務 適切に経理事務を行っている。 Ａ B

予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 Ａ B

経費縮減

総　括 「経費の収支等」に関する評価　【標準4項目/本施設4項目】 Ａ B

利用状況 利用者数等は、目標に対し妥当な水準である。 Ｂ C

総　括 【業務の内容・水準」に関する評価】 Ｂ Ｂ

事業評価 利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。 Ａ Ｂ

提案事項 各種提案事項について、市と協議し、検討を行っている。 Ｂ Ｂ

苦情等対応
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。 Ａ Ｂ

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。 Ａ Ｂ

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 Ａ Ｂ

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。 Ａ Ｂ

Ｂ

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 Ａ Ｂ

維持管理

管理運営基準等に従い、施設の維持管理を適切に行っている。 Ａ Ｂ

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 Ｂ Ｂ

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。 Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 Ａ Ｂ

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。 Ａ Ｂ

②
サ
ー

ビ
ス
の
質

施設管理
協定書等に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。 Ａ Ａ

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。 Ａ Ｂ

利用者対応

利用許可、利用料金の徴収、減免等の受付業務を適切に行っている。

事業運営

事業計画に則し、必須事業を実施している。 Ｂ Ｂ

施設の目的に沿った自主事業を実施している。 Ｂ

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 Ｂ Ｂ

総　括 ［業務の実施体制」に関する評価】 Ｂ Ｂ

緊急対応

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。 Ａ Ｂ

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。 Ｂ Ｂ

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行った。 Ｂ Ｂ

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。 Ａ

連絡調整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 Ａ A

市との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。 Ａ Ｂ

Ｂ

管理記録
業務日誌等を適切に整備、保管している。 Ａ Ｂ

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 A Ｂ

A Ｂ

外部委託 外部委託に際し、適切に業者を選定し、業務指導を行っている。 Ａ Ｂ

①
サ
ー

ビ
ス
の
履
行

人員体制
事業計画に則し、人員を過不足なく配置している。 Ｂ Ｂ

事業計画に則し、計画的に研修等を実施している。 Ｂ Ｂ

法令順守 法令・条例等に基づき、必要な点検・報告を行っている。

個人情報保護 個人情報保護に関する条例を順守し事故防止対策を講じている。 Ａ Ｂ

情報公開
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。 Ａ Ｂ

評価区分 評価項目 自己評価 所管評価



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

所見
（成果、課題等）

【自己評価】

　地域の社会教育、文化・芸術活動の向上を目指し、地域社会の重要な拠点施設として、
市民が主体的に文化活動に取り組むとともに、芸術・芸術鑑賞を享受できる場として、ク
ラシックから人気歌手コンサート、演劇まで幅広いジャンルのイベントを準備し、各世代に
応じたジャンルの選択が可能となるよう事業計画を立てていた。
　昨年度に続き、「新型コロナウイルス感染拡大」による国・県による「緊急事態宣言」が4
月、8月に発令され、上半期に予定していた自主事業の中止を余儀なくされた。また、宣
言解除後も「イベント開催制限」に伴い、貸館業務のキャンセルが相次ぎ、施設利用人数
減少の大きな要因となった。
　下半期には、感染拡大が落ち着きを見せ、姫路交響楽団赤穂演奏会をはじめ、人気歌
手コンサート、劇団四季による「ファミリーミュージカル」、劇団青年団による「忠臣蔵」公演
など８事業を実施することができた。実施にあたっては、兵庫県感染防止ガイドラインに
沿って、検温、手指消毒、マスクの着用、ソーシャルディスタンスの確保、氏名・連絡先の
確認など感染防止対策の徹底を図ってきた。また、施設内の通常清掃に加え、ホールを
はじめとした各施設及び会場の抗菌・除菌作業を徹底した。そして、高頻度接触部位につ
いては、重点清掃・消毒を実施した。
   劇団四季の演劇公演では、親子連れが多く、入場者の４分の１は高校生以下であっ
た。終演後、スタンディングオーベーションもあり「よい公演だった」との声が多く聞かれ
た。
　施設面では、経年劣化に伴い、年々修理を必要とする箇所が増えている。計画的な修
繕が必要であるが、予算等の関係から不具合が生じた箇所の修繕を優先せざるを得ない
状況である。今後は経費の見直しを一層進めるとともに、利用者へのサービス低下を招
かないよう、より計画的な修繕を行うためのさらなる工夫が求められている。
   今後も新型コロナウイルス感染状況が落ち着かない限り、利用状況が好転することは
難しい。会館利用者の増加を図るため、引き続き利用者のニーズを的確に把握すること
に努め、新聞などのマスメディアをはじめ、フェイスブックなどＳＮＳを活用して自主事業の
ＰＲを継続していく。

【所管評価】

　適切に施設管理を行い、社会教育、文化・芸術活動の拠点としての役割を果たしてい
る。
　新型コロナウイルス感染症の影響により中止・規模縮小などの措置を取らざるをえず、
利用者数の減少がみられるが、兵庫県の対処方針に則り、適切な運用を行うことができ
ている。
　引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響により、事業の一部などを制限される可能
性があるが、ホームページの充実やSNS等を活用した積極的な情報発信に努め、利用者
増への取り組みの充実を図られたい。
　また、利用者の安全確保に努め、貸館業務による交流の場の提供や幅広いジャンルの
イベントの企画開催等により、市民文化の向上に向けた取り組みに努められたい。

良好 協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

要改善 協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

前年評価 B 総合評価 B

優良 基協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。


